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令和７年７月２９日 
 

大山町議会議長 吉 原 美 智 恵  様 
 

                    大山町議会議員  豊 哲也   
 

令和７年大山町議会議員研修報告書 

１ 研 修 名 鳥取県町村議会広報研修会 

２ 日  時 令和 7 年 7 月 25 日(金)13:00～16:00 

３ 出 席 者 豊議員、浅田議員、小林議員、林原 

４ 研 修 地 三朝町「渓泉閣」 

５ 研修内容 広報研修（１h）&広報クリニック（２h） 
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研修結果 

又は概要 

（意見・ 

感想） 

  住民が見るかどうか判断する順番 

  本文＞リード文＞タイトル＞写真＞レイアウト 

 ではなく 

  レイアウト＞写真＞タイトル＞リード文＞本文 

 

全国コンクール上位の分析 

 基準として「内容」「住民の声」「特集記事」の三つを挙げておられたが、

大山町は三つとも評価が高く、特に「住民の声」は全国でも上位３つの自治

体がよく取り組んでおり、差分が出るポイントとなっている。 

 

大山町 議会だよりへのクリニック結果 

・表紙写真が良い タイトルを小さくしたほうが良いのでは。 

・議員討論会の後に、町民の意見を聞く Q R をつけては。 

・トリビアの取り組みは素晴らしい。大変だと思うが。 

・写真はグレースケールにした際、ハイライト 中間 シャドーで調整した

ほうがいい。 

 

その他 

 広報誌を担当している行政職員と意見交換などするとより良くなるのでは 

 


